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放射光核共鳴散乱実験は、放射光のエネルギー選択性により、多くの元素を対象として原子核

周辺の電子状態や磁性の情報を得ることができる実験手法である。この実験は、サブナノ秒時間

分解能と 108cpsの高計数率測定が可能な比例モードで作動するシリコン・アバランシェフォトダ

イオード(Si-APD)検出器による直接測定が主流である。我々はこれらの特性に加え、高エネルギ

ーX線に対する検出効率を向上させた新規検出器を目指し、受光素子として比例モード Si-APDを

用いたシンチレーション検出器の開発を行っている。これまでに、鉛添加プラスチックシンチレ

ータを用いたプロトタイプ検出器によって 67.4 keV (Ni-61の第一励起準位エネルギー)の X線を

時間分解能 0.5 ns(FWHM)で測定することに成功した[1]。本発表ではこの検出器を用いた、Ni-61

（半減期：5.3 ns）の核共鳴前方散乱実験について報告する。実験は SPring-8の核共鳴散乱ビー

ムライン(BL09XU)で行った。厚さ 200μmの Ni金属箔(Ni-61 86%濃縮)による核共鳴散乱時間スペ

クトルを図 1に示す。非共鳴の透過 X線および電子散乱線から 5 ns以降の核共鳴前方散乱γ線を

分離して記録することに成功し、新規検出器の実用性を裏付けることができた。時間スペクトル

は準位の半減期に対応した減衰と、試料の厚さによって生じる周期構造を重ねたものとして解析

できる。 

図 1 比例モード Si-APDシンチレーション検出器に

より測定したNi-61濃縮金属箔(厚さ200μm)による

核共鳴散乱時間スペクトル。 

入射パルス光のタイミングを 0 nsとした。 

 

 

[1] K.Inoue and S.Kishimoto, Nuclear Instruments and Methods A 806 (2016) 420. 

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))13p-B12-1 

© 2016年 応用物理学会 02-001


